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ベキスタンに跨がるアラル海を訪れる機会を得た。かつてアラル海は、アムダリア、シルダリアという大河が流れ込み、北海道を一回り小さくしたほどの面積を持つ、世界で四番目に大きな湖であった。ソ連邦時代の綿花を中心とした農業開発の めに、上流で大量の水が灌漑に使われた結果、 ラル海は急激に縮小した。干上がった湖底には大量の塩分が集積し、それ ダストストームとなって周辺住民に多大な健康被害をもたらした。ソ連邦の解体後、アラル海を保全する取り組みが試みられたが、農業だけでなく発電など流域各国の経済を支える水資源の調整は困難で、ダムによって維持される「小アラル」だけがかろうじて残された。沿岸にあった漁業を営む集落は 環境被害に加えて生計の糧を失い、多くの人がこの地を去った。今もダストストームは起こる 、人々 去っ 現在、それは単なる自然現象ともいえる。そこで起きたことは、移動、あるい 放棄というき めて消極的な環境問題の「解決」であった。　
乾燥・半乾燥地域では、わずかな気候のゆら




























窪 田 順 平
認識から行動へ
― 新たな環境研究の動き “Future Earth” ―
